
Ⅰ．はじめに

　幼児期における砂遊びには、様々な教育効果があ
ることが報告されている１）２）。小学校においても生
活科や図画工作科では、小学校学習指導要領（平成
29年告示）解説（以下、「解説」とする。）において、
内容の例示として砂場での活動が挙げられ、教科学
習の場で砂が用いられている３）４）。また、幼小接続
の観点から、小学校での砂遊びや教科学習としての
砂の使用と、幼児期における砂遊びとの関連性につ
いて報告している研究も見受けられた５）６）。小学校
入学直後には、幼児期に慣れ親しんだ砂遊びをする
ことで、情緒を安定させるという効果があることも
報告されている７）。一方、体育科で砂を用いる場面
と言えば、幅跳びや走り幅跳びの着地場所としての
使用が挙げられる。解説体育編においても、幅跳び

をする砂場などの危険物を取り除くことが記載され
ていることから、着地場所として砂場を想定してい
ることがわかる８）。また、別の視点から授業時間中
の砂について捉えると、集合時や待機時における砂
遊びが浮かぶ。小学校での体育の授業時間中に、児
童が集まり、座っている場面や、座って順番待ちを
している場面で、砂に絵を描いたり、砂をいじった
り、砂で山を作ったりしている子どもの姿をよく目
にする。そして、いざ立ち上がって活動に移る際
に、手を払ったり、お尻を払ったりする中で、友だ
ちの眼に砂が入ったという事案も多々生起している
と思われる。これらの事案も含め、小学校では体育
の時間における災害発生件数が各教科等の中で、最
も多くなっていることが報告されている９）。
　独立行政法人日本スポーツ振興センター（以下、
「スポーツ振興センター」とする。）は2022年度に給

実践研究

　小学校体育授業時における災害発生件数はどの教科等よりも多い。眼に異物が入る災害は、一歩間違えれ
ば重大事故に繋がりかねないにも関わらず、体育の時間におけるそれらの発生状況については、これまで明
らかにされてこなかった。独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済給付の基準に関する規程による
と、眼に砂が入る災害は、異物の嚥下又は迷入及びこれらに起因する疾病に分類されていることがわかる。
そこで、本研究では、小学校体育授業時における異物の嚥下・迷入による災害の発生状況を分析することを
目的とした。
　スポーツ振興センターが2022年度に給付を行った災害のうち、該当する198件の災害発生時の状況を読み取
り、性別、学年別、部位別、発生要因別（環境、他者の行動等）、影響因子別（砂・土・埃、手・指等）に分
類を行い、分析を行った。
　全体の85.9％にあたる170件が眼で発生していること、砂・土・埃が眼に入ることにより発生した件数は、
126件であり全体の63.6％を占めていることが明らかとなった。他者の行動が要因となり、手・指が眼に入る
災害が全体の7.6％で発生していた。また、これまで障害見舞金が給付された眼部における災害の発生状況を
もとに、重大事故に繋がりかねない災害として抽出すると９件が発生しており、それらはいずれも他者の行
動が要因となり、体の一部や何らかの物が眼に当たることで生じていることが明らかとなった。以上のこと
から、重大事故防止のためには、他者の行動による眼部の災害発生を生じさせないよう、人と人、人と物と
が接触しにくくなるための場の設定や活動場所の確保、ルールや用具の工夫等をしなければならないことが
示唆された。
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付を行った災害について、「学校等の管理下の災害
［令和５年版］」にまとめている。これまで述べてき
た眼に砂が入る事案は、独立行政法人日本スポーツ
振興センター災害共済給付の基準に関する規程によ
ると、異物の嚥下又は迷入及びこれらに起因する疾
病に分類されるが、本稿では負傷と疾病を纏めた
「災害」という言葉を用いることとする。
　2022年度に給付された各教科等における異物の嚥
下・迷入による災害件数を調べると、体育200件、
図画工作176件、理科110件、道徳54件、総合的な学
習の時間41件となっており、体育の時間における件
数が最も多かったことが報告されている10）。2017年
度から2021年度の５年間も同様に体育の時間におけ
る件数が最も多くなっていた。前述してきたよう
な、砂が眼に入る事案が死亡、障害や重度の負傷を
伴う重大事故に発展する可能性はかなり低く、この
ような事案が200件のうちの大半を占めていると思
われる。しかし、眼に異物が入る事案として捉え
ると、少数であれ障害や重度の負傷を伴う重大事故
に繋がりかねない事案が潜んでいるかもしれない。
2022年３月に閣議決定された第３次学校安全の推進
に関する計画の目指す姿に、学校管理下における児
童生徒等の負傷・疾病の発生率について障害や重度
の負傷を伴う事故を中心に減少させることと明記さ
れている11）。
　以上のことから、本研究では、小学校体育授業時
における異物の嚥下・迷入による災害の発生状況を
分析することを目的とした。

Ⅱ．方法

１．データ
　学校の管理下における災害情報は、スポーツ振興
センターが災害共済給付制度により把握している。
本研究では、小学校体育授業における異物の嚥下・
迷入による災害に関するデータを扱う。毎年発行さ
れている「学校の管理下の災害」及びスポーツ振興
センターのホームページには、死亡・障害事例以外
の災害発生時の状況は公開されていない。しかし、
本研究では、災害発生時の状況をより詳細に分析す
ることを目的としているため、災害発生時の状況が
必要である。そこで、本研究の目的等を記した申請
書をスポーツ振興センターへ提出し、データ提供依
頼を行い、提供可能なデータのうち最新年度にあた
る2022年度に給付のあった小学校体育授業時におけ

る異物の嚥下・迷入による災害発生時の状況に関す
る情報を入手した。提供を受けたデータは200件で
あった。

２．データの分析
　まずは、200件のデータの災害発生時の状況の確
認を行った。災害発生時の状況に記述されている文
書は、災害共済給付制度を活用し、スポーツ振興セ
ンターに災害報告をする際に小学校が作成している
文書である。内容を確認する中で、２件が異物の嚥
下・迷入には該当しないと判断される報告が含まれ
ていたため、その２件を除く198件について詳細な
分析対象とした。性別、学年別に加え、スポーツ振
興センターから得た災害発生時の状況をそれぞれ読
み取り、部位、発生要因、影響因子別に分類を行っ
た。部位は、眼、耳、口、鼻の４部位に分類を行っ
た。発生要因は、環境が要因となって発生した災
害、自分自身の行動が要因となって発生した災害、
他者の行動が要因となって発生した災害の３要因に
分類を行った。環境が要因となって発生した災害に
は、風で飛ばされた砂が眼に入った場合や片付け中
に砂ぼこりが舞って眼に入った場合のように自然環
境が要因となっているものを分類した。また、分類
するにあたって、例えば走り幅跳びで着地後に砂が
眼に入った場合や玉入れをしているときに上から砂
が落ちてきて眼に入った場合のように、行動の不可
抗力によるものや自身が意図せずに生じた災害につ
いては、環境が要因となり発生した災害として集計
を行った。影響因子は、手・指、砂・土・埃、水、
鉛筆等、災害発生部位に影響をもたらしたものとし
て分類を行った。
　また、過去に小学校体育授業において、視力・眼
球運動障害によりスポーツ振興センターが障害見舞
金を給付している災害は、2005年度から2022年度の
17年間に49件発生している。それらの発生状況を確
認すると、体の一部や物が眼に接触することにより
発生しているものが多かった。これらの観点から、
本研究の198事例についても、体の一部や物が眼に
接触した事例を重大事故に繋がりかねない事例とし
て抽出を行った。

３．倫理的配慮
　スポーツ振興センターにデータの情報提供を依頼
するにあたって、本研究の概要を記した申請書を

小学校体育授業時における異物の嚥下・迷入による災害発生状況の分析　～2022年度統計の分析結果より～

20 日本セーフティプロモーション学会誌　Vol.17（2）　2024



提出し、審査を受けて情報提供を受けた。なお、本
研究で扱うデータ資料に、個人情報は含まれていな
い。

Ⅲ．結果

１．性別、学年別、発生要因別分類
　災害発生件数を性別、学年別、発生要因別に分
類したものが表１である。男子の合計105件の内訳
は、１年生21件、２年生23件、３年生17件、４年生
11件、５年生22件、６年生11件となっていた。女子
の合計93件の内訳は、１年生14件、２年生21件、３
年生19件、４年生８件、５年生17件、６年生14件と
なっていた。総数としては男子の方が多かったもの
の、３年生と６年生においては女子の方が、発生件
数が多くなっていた。また、男女ともに、学年とと
もに増加する傾向や減少する傾向は見られなかっ
た。
　発生要因別にみると、男子では、他者の行動が要
因となり発生した災害が41件と最も多く、全体の
39.0％を占めていた。女子では、環境が要因となり
発生した災害が40件と最も多く全体の43.0％を占め
ていた。男女ともに、自分自身の行動が要因となっ
て発生した件数が他の２要因に比べ少なくなってい
た。発生要因と学年との間には、男子の自分の行動
が要因となり発生した災害のみに減少傾向が見られ
た。

２．部位別、発生要因別分類
　災害発生時の状況を、部位別、発生要因別に分類
したものが表２である。部位別では、眼170件、耳
20件、口６件、鼻２件となり、全体の85.9％が眼で
発生していたことがわかった。さらに発生要因別で
は、環境が要因となっている災害が77件、自分自身
の行動が要因となっている災害が46件、他者の行動

が要因となっている災害が75件となっており、環境
が要因となっている件数と他者の行動が要因となっ
ている件数がほぼ同数であった。部位別、発生要因
別に見ると、最も多かったのが、環境が要因となり
眼で発生した災害であり、全体の35.4％を占め、次
いで多かったのが、他者の行動が要因となり、眼で
発生した災害であり、全体の32.8％を占めていた。
これらの災害は他者と被災児童が接触したことによ
り発生したという結果を表している。口や鼻で発生
した件数は少なく、環境が要因となって発生した災
害はなかった。

３．影響因子別、部位別、発生要因別分類
　災害発生時の状況を影響因子別、部位別、発生要
因別に分類したものが表３である。影響因子で最
も多かったものは137件の砂・土・埃であった。次
いで手・指が15件と多くなっていた。砂・土・埃に
よる災害の発生要因は環境、自分、他者のいずれに
おいても発生していたが、手・指による災害の発生
要因は他者によるもののみとなっていた。要するに
人と人とが接触しうる空間で共に活動をした結果、
手・指が他者の眼に接触し災害が発生している。
　件数が多かったのは、環境が要因となり砂・土・
埃による眼の災害66件（33.3％）、他者の行動が要
因となり砂・土・埃による眼の災害36件（18.2％）、
自分自身の行動が要因となり砂・土・埃による眼の

表１．性別、学年別、発生要因別件数の内訳
男子 発生要因 女子 発生要因

環境 自分 他者 合計 環境 自分 他者 合計
１年 5 9 7 21 １年 6 2 6 14
２年 8 5 10 23 ２年 5 6 10 21
３年 7 4 6 17 ３年 10 5 4 19
４年 4 4 3 11 ４年 2 2 4 8
５年 8 4 10 22 ５年 8 3 6 17
６年 5 1 5 11 ６年 9 1 4 14
合計 37 27 41 105 合計 40 19 34 93

表２．部位別、発生要因別件数の内訳
発生要因

環境 自分 他者 合計

部
位

眼 70 35 65 170
耳 7 9 4 20
口 0 1 5 6
鼻 0 1 1 2
合計 77 46 75 198
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災害24件（12.1％）、他者の行動が要因となり手・
指による眼の災害15件（7.6％）、自分自身の行動が
要因となり砂・土・埃による耳の災害６件（3.0％）
の順となっていた。小学校体育の時間における嚥
下・迷入による災害の69.2％が砂・土・埃による災
害となっていた。他の影響因子としては、文房具と
して鉛筆やのり、紙、バインダーが、用具として
石灰、帽子、傘、縄、トンボ、浮島、扇、ボール、
コーンバーが、自然環境として木の実、音、太陽、
汗、虫があった。水が影響因子となり８件の災害が
発生していたが、これらはいずれも水泳の時間に耳
や眼に水が入ることにより発生していた。

４．重大事故に繋がりかねない災害発生時の状況
　198件の災害発生時の状況を読み取り、重大事故
に繋がりかねない９件を抽出したものが表４であ
る。抽出するにあたって、これまでに発生し、障害
見舞金が給付された事案の発生状況を参考にした。

学年及び性別には偏りがなく、いずれの学年及び性
別においても重大事故に繋がりかねない災害が発生
していることが明らかとなった。災害部位について
はいずれも眼で発生しており、いずれも他者の行動
が要因となって発生している災害であった。また、
影響因子では、他者の体の一部が眼に入った災害と
して、手・指で３件発生しており、そのうちの２件
は、１球のボールを２人が同時に捕る動作中に発生
していた。さらに、他者が手に持っている物が眼に
入った災害として、傘２件、紙１件、鉛筆１件、帽
子１件、扇１件で発生していた。

Ⅳ．考察

　2022年度に給付された、小学校体育授業時におけ
る異物の嚥下・迷入に関する災害について、発生時
の状況をスポーツ振興センターに提供してもらい、
198件の災害を性別、学年別、発生要因別、部位別、
影響因子別に分類し、分析を行った。全体の85.9％

表３．影響因子別、部位別、発生要因別件数の内訳
部位 眼 耳 口 鼻

発生要因 環境 自分 他者 環境 自分 他者 環境 自分 他者 環境 自分 他者 合計

影
響
因
子

砂・土・埃 66 24 36 1 6 2 1 1 137
手・指 15 15 15
水 3 5 8
石灰 2 2 1 5
鉛筆 2 1 3
アルコール 2 1 3
帽子 1 2 3
ウイルス 3 3
傘 2 2
縄 2 2
木の実 2 2
トンボ 1 1
浮島 1 1
扇 1 1
食べ物 1 1
音 1
のり 1 1
プラスチック 1
太陽 1 1
汗 1 1
ボール 1 1
コーンバー 1 1
鼻栓 1 1
紙 1 1
バインダー 1 1
虫 1 1
合計 70 35 65 7 9 4 0 1 5 0 1 1 198
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にあたる170件が眼で発生していること、砂・土・
埃が眼に入ることにより発生した件数は、126件で
あり全体の63.6％を占めていることが明らかとなっ
た。影響因子別、部位別、要因別に分析し、発生件
数が多かったのは順に、環境が要因となり砂・土・
埃が眼に入る災害33.3％、他者の行動が要因となり
砂・土・埃が眼に入る災害18.2％、自分自身の行動
が要因となり砂・土・埃が眼に入る災害12.1％と砂・
土・埃が影響因子となっている災害が上位を占めて
いた。次いで多かったのは、他者の行動が要因とな
り、手・指が眼に入る災害の7.6％であった。
　以上のことから、小学校の体育の時間における
異物の嚥下・迷入による災害の63.6％が何らかの要
因により、眼に砂・土・埃が入ることにより発生し
ている。これらの災害は、障害や重度の負傷を伴う
災害には繋がりにくい。実際に、スポーツ振興セン
ターのホームページに公開されている「学校等事故
事例検索データベース」により2005年度から2022年
度までの17年間に給付された障害見舞金のうち、視
力・眼球運動障害の災害発生時の状況を確認したが、
砂・土・埃が眼に入ったことによる災害は１件も発
生していない12）。しかし、本研究で扱った災害共済
給付が行われたデータは、療養に要する費用の額
が5,000円以上のものであることから、災害発生後、

通院を伴っているものである。大事には至っていな
いものの、被災児童は痛みや違和感を伴い、当該
学習時間中には支障をきたしていることが想起され
る。特に他者の行動が要因となっている災害につい
ては、授業中であることを鑑みると、教師の授業づ
くりや声かけ、指導等により防ぐことができるもの
もあるはずである。このような災害が起こっている
ことを教師が認識し、授業時における事故防止に活
かさなければならない。また、他者の行動が要因と
なり、手・指が眼に入ることにより発生した災害は
全体の7.6％で発生しており、これは、障害や重度
の負傷を伴う災害に成り得るものである。というの
も、過去に手・指が眼に入ることにより発生した災
害に対して障害見舞金を支給している事例が存在
するからである。その事例の災害発生時の状況は、
「体育の授業中、体育館でポートボールをしていた
ところ、他の児童とぶつかり、他の児童の手が本児
童の左眼にぶつかった。」というものである12）。表
４に示した事例のうち、影響因子が手・指となって
いる３件いずれを見ても、障害や重度の負傷を伴う
危険性があることは明らかである。
　2005年度から2022年度の間に給付された障害見舞
金の発生要因をみると、約70％が他者の行動が要因
となり、体の一部や縄、鉛筆、紙、ラケット等の物

表４．重大事故に繋がりかねない事故事例
学年 性別 災害部位 発生要因 影響因子 災害発生時の状況

1 男 眼 他者 紙
体育の授業中に、体育館で体力テストをしようと並んでいたところ、誰かの記録
カードが左目に当たり、痛くなった。

1 女 眼 他者 鉛筆
校庭で体育の授業の終了時、並ぼうとしているときに、他児が手に持っていた鉛
筆を本人へ向けた。向けた鉛筆の先が目に入った。

2 男 眼 他者 帽子
体育の授業の終わりに紅白帽子が落ちていたため、同じクラスの児童が拾って被
災児童の頭にかぶせた。勢いよくかぶせたため、紅白帽子が被災児童の両目に
入ってしまった。

2 女 眼 他者 手・指
体育館で、体育の授業中に見学をしていた。体育館の窓際のベンチに腰掛けてい
る友達を驚かそうとして、近づいたとき、驚いた友達の手指の爪が、本人の目に
入り負傷した。

3 男 眼 他者 手・指
体育の授業中に、体育館でハンドベースボールをしていたところ、フライを取ろ
うとした際、友だちと交錯し、友だちの指が目に当たった。

4 男 眼 他者 傘
体育の授業中に、運動会の短距離走の練習のため、走る列に並んでいたところ、
雨が急に降ってきて、隣の児童がさした傘の先が右眼に当たり、目が痛くなって
しまった。

5 男 眼 他者 物
体育の授業中に、校庭でダンスをしていた際、他児の持っていた扇が右眼に当
たった。また、舞い上がった砂が両目に入った。

5 女 眼 他者 手・指
体育の授業中に、体育館でバスケットボールをしていたところ、ボールの取り合
いで相手の指が左目に当たり負傷した。

6 男 眼 他者 傘
体育科の授業中に、運動場で運動会の表現運動の練習で傘を使用していたとこ
ろ、他児童が持っていた傘先が左眼に当たった。
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が眼に当たることで発生していることがわかる12）。
これらをもとに、2022年度に給付のあった災害のう
ち、重大事故に繋がりかねない災害発生時の状況を
読み取ると９件が該当していた。それらはいずれも
他者の行動が要因となり、体の一部や何らかの物が
眼に当たることで生じていることが明らかとなっ
た。本研究の発生要因の分類は、あくまで各小学校
から提出された災害発生時の状況を読み取り、分類
したものである。表３にもあるとおり、例えば、並
んでいるときに他者の持っているものが眼にあたっ
た場合には、他者の行動を要因とした。しかし、な
ぜそれほどまで接近して並んでいたのか等について
明らかにすることはできない。とはいえ、人と人と
が近い状況であったこと、そして眼に何らかの物が
接触して災害が発生したことは事実である。被災児
童がとった行動の背景まで読み取った分析ができな
い点は、本研究の限界である。
　上地（2007）は、全負傷件数に対する眼部の負傷
件数が占める割合に比べ、全障害件数に対する視
力・眼球運動障害件数の占める割合の方が高いこと
から、眼部を負傷した場合、他の部位に比べ障害が
残る確率が高くなることを述べている13）。また、服
部（2023）は、2005年度からの15年間に発生した小
学校体育授業時の災害を、障害種別を分析し、全障
害件数に対する視力・眼球運動障害件数の占める割
合が全体の18.6％を占め、外貌・露出部分の醜状障
害に次いで、２番目に高かったことを報告してい
る14）。
　以上より、幸いにも障害や重度の負傷を伴う災害
には至らなかった災害でも、人と人とが接触する
場面や、何らかの物を持っている人が近くにいる場
面、ボールに手を伸ばす場面では、重大事故防止の
ための注意が必要となる。スポーツ振興センター
（2020）は、眼の外傷の予防について、プレー環境
の整備、プレー中の注意、ボール・バット等や他者
との接触による衝撃から眼を保護するの３点を挙げ
ている。児童自身がボールや他者の動きに注意した
り、児童同士で声かけしたりすることについても、
教師が児童に意識的に伝えていく必要がある。ま
た、物理的に眼に直接接触することが無いように、
保護眼鏡を着用することも挙げている15）。要する
に、人と人、人と物とが接触しにくくなるための場
の設定や活動場所の確保、ルールや用具の工夫等を
するとともに、教師がこれらの状況が重大事故に発

展する恐れがあることを認識しておかなければなら
ない。さらに、本研究で抽出した９件の災害に性別
や学年別の傾向は見られなかったことから、いずれ
の性別、学年においても発生する可能性があること
も教師は認識しておく必要がある。

Ⅴ．おわりに

　「気をつける」や「よく見ておく」、「注意する」
では事故を防ぐことはできない。スポーツ振興セン
ターの災害共済給付情報は、これまで実際に起こっ
た災害情報であり、膨大で貴重なデータである。こ
れらを活用し、災害発生時の状況を分析し、具体的
な事故防止策を検討することが、事故防止には欠か
せない。本研究では、小学校体育授業における異物
の嚥下・迷入による災害発生状況の分析を行った。
全体の63.6％が眼に砂・土・埃が入ることで発生し
ていることが明らかとなった。また、他者の手・指
が眼に入る災害が全体の7.6％で発生し、重大事故
に繋がりかねない災害は９件発生していた。
　これまで筆者は、小学校体育授業における災害発
生状況を概観したり９）、跳箱運動における災害発生
状況を分析したりし16）、事故防止のための資料提供
を行ってきた。本研究より、眼部における重大事故
防止のためには、他者の行動による災害発生を生じ
させないよう、人と人、人と物とが接触しにくくな
るための場の設定や活動場所の確保、ルールや用具
の工夫等をしなければならないことが示唆された。
また、本研究を通して、眼への異物の嚥下・迷入に
よる災害発生時の状況と視力・眼球運動障害に至っ
た災害発生時の状況が類似していることが窺えた。
眼の重大事故防止のための視力・眼球運動障害に
至った災害発生時の状況分析は今後の課題である。
　本研究の成果を含め、さらに、小学校体育授業時
における災害発生時の状況を分析し、災害発生の傾
向を明らかにするとともに、それらの情報から事故
防止のためのポイント等を整理し、教師向け指導資
料や児童向け学習教材を作成するなどして、体育授
業における事故防止の推進に努めたい。

付記

　本報告は、2024年８月４日に開催された日本セー
フティプロモーション学会第18回学術大会において
発表した内容、構成等をまとめ直したものである。
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